






























































年がかりで手掛けていた、Lash and Urry 
















"Japanese Reflexivity and Japanese 
Society"というテーマで研究発表を行った。
また 2018年 9月には寄能特任研究員他が、
京都大学における商品開発・管理学会第 30
回大会において「ビッグデータ時代における
DWHの問題点とクラウド型 DWHの有用性
に関する考察」について発表を行っている。
（中西　眞知子）
知識共有とイノベーション
　本研究では、企業における知識共有の促進
の規定要因を明らかにするとともに、それら
の規定要因と知識共有が企業の製品、サービ
スのイノベーションにもたらす効果について
検討する。今年度は、文献や企業へのインタ
ビュー調査とともに、前年度まで実施された
「知識共有と動機」プロジェクトのアンケー
ト調査に基づき、知識共有の規定要因と考え
られる職場における自尊感情やそれらに関連
した概念に関する研究を行ない、国内外の学
会で発表した。さらに、これらの研究の枠組
みに従い、企業従業員に対して再度のアン
ケートや企業経営者へのインタビューを計画
している。（向日　恒喜）
